
〈宣言日〉　令和　２　年　７　月　２６　日

ゴール 来年度の取組目標

何歳になっても、何処へ居ても、良いものを自分で
選んで自分で買える、その刺激と喜びを提供できる
事業所を開拓する。１社→３社
お届けサービスをしながらの語学学習の機会を、今
後も拡大していく。２社→６社

企業努力と信頼のネットワークを拡大する。９社→
１８社

「しずまえ」応援の仕組みを拡大し、出来るだけ
「ビニール袋」を使用しないマーケット形態に移行
していく。２社→４社
各種企業・団体との連携を活発化し、信頼関係の
ネットワークを拡大する。３社→６社

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

職　名

氏　名

各種企業・団体との連携を国際的に活発化し、信頼
関係のネットワークを確立する。

代表者　職・氏名

代表取締役

齋藤　佳代

男性　　　 　　 人　　女性　　　1　　 人　　　計　　　1　　 人

静岡塾ＳＫ株式会社

１１．教育、学習支援業

〒420-0086
静岡市葵区西草深町９－９

これまでの取組

デイサービスへの「お届けマーケット」で、お買い
物アクティビティを提供。リハビリを推進。

お届けサービスをしながら、様々なお悩み相談に対
応。英語のレッスンや、外国人には日本語のレッス
ンも提供。

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://www.shizuokajuku.jp/

企業努力を継続している企業と協力し、良いものを
社会へ提供する。

「しずまえ」応援の仕組みを確立し、海の清掃業務
にも関わっていくことで海の豊かさを守る。

事業所・団体名称
（本社が届け出る場合はその事業所の数　　　１　　　）

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

道路サポーターを続けながら地域の緑化・清掃を続け、事業では地域経済と社会的課題解決を促進す
る。

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

社会福祉・経済交流活性化・国際交流のパートナーシップで持続可能な地域社会課題解決を促進している。

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

http://www.shizuokajuku.jp/

